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諦めない心 

                  校長 牧野英一 

３月 13 日（水）和歌山県串本町の民間ロケット発射場「スペースポート紀伊」で、宇宙ベンチャー「ス

ペースワン」が開発した小型ロケット（カイロス）が打ち上げられましたが、打ち上げ直後に爆発してしま

いました。発射 5 秒後に何らかの異常を検知し、安全を確保するため自動的に爆発したようです。会見では

「一つ一つの試みの中に新しいデータ、経験があり、そうしたものはすべて今後の新しい挑戦に向けての糧

と考えている」と今後も打ち上げ計画を進めていくそうで、打ち上げが成功すれば国内初の民間単独での衛

星とあって期待も大きく膨らむところです。 

宇宙開発が本格的に始まったのは 1950 年代、軍事プロジェクトとして衛星を打ち上げていまし

たが、1990 年代からは民間企業も宇宙開発に参入するようになりました。衛星からの電波を受信

し、自分自身の位置を把握するスマートフォンやカーナビゲ―ションなど私たちの生活に欠かせ

ないものとなっているほか、衛星を用いてインターネット通信を行うサービスも普及し、今では

宇宙旅行などを視野に入れた事業など、宇宙開発はエンターテインメントのような領域にも広が

っています。  

 その宇宙開発において４年前、イーロン・マスク氏の設立したスペース X が、民間として初めて国際宇宙

ステーション（ISS）への有人飛行を実現させるという快挙を達成したことを思い出します。マスク氏は実

業家でありエンジニア、そして投資家です。宇宙開発企業である「スペース X」、電気自動車企業の「テス

ラ」、そして「PayPal」の前身である「X.com」の創設者としても有名な方です。幼少期には学校や家庭内

で暴力を受け不遇な環境で過ごしたにもかかわらす大好きなパソコンに没頭、13 歳の頃にはシューティン

グゲームを開発し、報酬金を得ることに成功しました。「好きなことを仕事にする」という思いは、その後

ソフトウエア会社を立ち上げるなどの軸となっているそうです。 

そんなマスク氏が 2001 年、火星協会の晩餐会で知り合った映画監督ジェームズ・キャメロン氏とのやり

取りをきっかけに火星移住の事業化を決意し、翌年、ロケット開発の会社・スペース X を設立しました。そ

こでもマスク氏は「コストカット」「失敗から学ぶ」といったルールに沿って、打ち上げコストを抑えたロ

ケット作りに励みます。「リスクを受け入れる」ことで、失敗と修正を繰り返し成功を収めてきました。

「失敗していないということは、十分やっていない証拠だ」と挑戦を続けているマスク氏の生き方は勇気を

与えてくれるのではないでしょうか。マスク氏には「人の倍働く」ことや「準備を完璧にする」ことを信条

に数々の事業に関わってきた努力家でもあります。諦めなければ必ず花は開くものです。 

３月 19 日（火）第 77 回卒業式が挙行され、一人一人が将来への夢をもち、変化を予測することが困難な

未来社会を堂々と生き抜く力を身につけ第一中学校を旅立っていきます。自分の力を信じ、努力を惜しまず

一歩一歩前に進んでいくことを願っています。 

最後になりますが、保護者の皆様におかれましては、今年度も本校の教育活動にご理解とご協力をいただ

き、ありがとうございました。来年度も、教職員一同、生徒の成長のために力を尽くしてきます。今後とも、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 
 

 

三原の嶺より  
◆学校教育目標◆ 

・自ら進んで学び 

・自然や人を愛し 

・たくましく生きる生徒 

令和 6年 3月 18日（令和 5年度 第 11号）   発行責任者 大島町立第一中学校長  牧野 英一 

         生徒の道徳性が伸び、登校するのが楽しく、安全な学校 

       確かな力のつく学校、地域に学び、地域とともに歩む学校 

自学・敬愛・誠実 
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８日(金)に３年生を送る会を行いました。３年生を送る会は、学年の発表・３年間の写真を使ったスライド

鑑賞・キャンドルサービスの三部門に分かれ、１・２年生から３年生への感謝を伝え、３年生に気持ちよく

卒業を迎えてもらうための会です。 

 

１年生は「ぶつかりくだけろ！最高の運動会をもう一度」というタイ

トルで行いました。 

今年の運動会をテーマにしたクイズやコント、先生方のものまねなど、

工夫をこらした盛りだくさんな内容で３年生を盛り上げました。3 年生

や 3 学年の先生方にも登場してもらい、最後は 3 年女子と 1 年男子のダンスで締めくくりました。 

２年生は「ゆういちクエスト」というタイトルで行いました。ＲＰＧゲームをモチーフにして、様々な 3 年

生が関係したコントやクイズを披露しました。劇の終盤には最後

の敵として 3 学年の先生に登場してもらい、最後は 3 年生と一

緒に「怪獣のバラード」を合唱しました。 

１、２年生は緊張の中での発表となりましたが、３年生が拍手

と合いの手で盛り上げてくれたおかげで、堂々と発表を披露するこ

とができました。そうした盛り上げ上手なところが３年生の素敵な

ところだと感じました。 

最後は３年生の発表です。まずはくろしお学級。「空も飛べるはず」

を先生方と合奏し、３年間の感謝を伝えました。二人とも授業で練習

し一生懸命に演奏を頑張っていました。会場が音に合わせて手を振

り、全校生徒が一つになる瞬間でした。 

３年生のタイトルは「シクジリ―ズ」でした。3 年生の 3 年間の生活の中で先生に指導されたときの苦い

思い出を面白く紹介していくという内容でした。３年生の１,２年生に対しての感謝の思いとこれから一中を

引っ張っていってほしいという気持ちが伝わりました。 

後半は、１月から今日までスライド係が作り上げてきた３年生の思い出を振り返るスライドショーでした。

１年生からの写真が良く厳選されており、一中で過ごした３年間の思い出が詰まった素敵なスライドショー

でした。 

メインのキャンドルサービスでは、３年生を呼名しながら行いました。一人一人に３年生とのエピソード

があり、感謝の気持ちをしっかりと伝えられる会になったと思います。 

 

  

３年生を送る会 ３月８日(金) 
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７日（木）校内球技大会が行われました。競技種目は生徒からアンケートを募り、男子では票数の多かっ

たドッジボール、女子はバレーボールを行いました。開会式後にくろしお学級のセレモニーが行われ、バス

ケットボールのフリースロー、フリスビーで的に当てるセレモニーを行いました。フリスビーセレモニーは

一発成功をおさめ、フリースローもしっかりとゴールを決めてくれました。 

試合は学年（グループ）対抗で行いましたが、どの試合も白熱した戦いを 

みせてくれ、スポーツを通して学年の団結を深め、良い思い出を作ること 

ができました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～優勝～ 
  男子：３年生    女子：３年生 

【結果】 

 結果は三年生が意地を見せ、見事ダブル優勝を飾りました！三年生に負けず劣らず健闘した１，

２年生も素晴らしかったです！一中生全員が全力で戦った素晴らしい球技大会でした！ 

  

校内球技大会 ３月７日（木） 
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３月 4 日（月）～３月 8 日（金）まで、本校校舎内において校内作品展が開催されました。１年間、生徒

はたくさんの制作・製作を行いました。生徒の頑張りが垣間見えるような、魅力的な展示になったと思いま

す。また、この校内作品展を通して、生徒が少しでも達成感を感じることができれば嬉しいです。足を運ん

でくだった皆様、ありがとうございました。 

    
 

    
 

  

  

校内作品展 
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３月４日（月）に２学年で伝統文化体験事業として、和菓子作り体験が行われました。講師に金太楼製菓

の阿部先生をお招きし、２時間をかけて３種類の和菓子を作りました。基礎編として「鹿の子」と「手鞠」

を作りました。鹿の子は餡の周りに豆を散りばめた和菓子ですが、柔らかい餡に豆を付けるのが難しそうで

した。手鞠は四色の餡を組合せた色鮮やかな和菓子ですが、色が混じらないように力加減を調整していまし

た。最後に、オリジナルの和菓子作りに挑戦しました。着色料を自由に使い、前半で教わった技術を生かし

ながら和菓子作りを楽しみました。 

今回の体験を通して、熟練された職人の技術や和菓子の伝統に興味をもった生徒が多くいました。このよ

うに体験活動を通して様々なことに目を向けていってほしいと思います。 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

３月 12日(火)、第３学年が日本の伝統文化体験の一環として御神火太鼓体験をしました。今年度は大島高

校に伺い、大島高校郷土芸能部７名の高校生から姿勢やバチの持ち方など基本から教えていただきました。

最初は曲の速さについていけなかったり、リズムを刻むのが難しかったりと苦戦しながら練習していました

が、郷土芸能部の皆さんが親切丁寧に指導してくださり、リズムに合わせて体を動かしながら堂々と叩ける

ようになりました。講座の最後には御神火太鼓の定番曲「夏」を皆で演奏しました。夏の爽やかに駆け抜け

る風をイメージして作られた曲で、その様子をかけ合いに込めたそうです。参加した生徒からは「昔から受

け継がれてきた歴史を感じた」「耳だけでなく体全体で御神火太鼓を感じ、感動した」など、御神火太鼓を通

し、古くから現代に脈々と受け継がれる大島の大地の鼓動を体験することができました。 

  

伝統文化体験授業：御神火太鼓体験 

 

伝統文化体験授業：和菓子作り体験 
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くろしお学級のコーナー 

卒業遠足へ行きました。 
３月７日（木）に最後の校外学習としてお礼周りと波浮散策をしました。 

三原交流 
２月２９日（木）に今年度最後の三原学級との交流授業を行いました。

今回はバレンタインのお菓子作りに挑戦しました。 

クッキー配布 
レストラン学習の一環としてクッキーを作り全校生徒へ配布する活動を行いました。 

「いらっしゃいませ」「ありがとうございました」の声掛けが上手にできていました。 
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◎入試を終えて 

2 月 21 日（水）に都立第一次募集の学力検査が実施されました。 

今年の３年生は放課後学習教室などもよく利用し勉強に励んできました。そのような努力の甲斐もあり、

見事全員が自身の第一志望校に合格することができました。何より立派だったのは職員室に合格報告をしに

来た際に感謝の気持ちとともに学校に貢献していく思いを述べていたことです。今年度、進路指導部ではキ

ャリア教育の新たな試みとして「一中サミット」を実施し、大島のこれからについて考えてきました。大島

の製造業（大島牛乳工場）、大島の農業（篠崎農園）、大島の観光業（ジオパーク）と、どのテーマにおいても

３年生は大島を盛り上げるためにどうすべきか真剣に考えました。今週には卒業式を迎える３年生、それを

見送る在校生の１，２年生はこれからの大島、日本、世界の将来を担う貴重な人材です。高校入試はゴール

ではありません。進学先で何ができるのか。そして高校卒業後、どのように生きていくのかということです。

義務教育９年間が終わり、これから先は自己責任で全てを決めていかなければなりません。その時に自分自

身がどのような形で社会に貢献していくのかも考えてほしいと思います。第３学年の生徒がよりたくましく、

より大きく成長することを願っています。 

◎令和 5 年度卒業生進路状況（令和５年３月１６日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例年、民生児童委員さんたちとの懇談会を年間２回程度実施しております。今年度２回目の懇談会を２月

２０日（火）に実施いたしました。懇談会では、学校行事や学校内での生徒の様子、地域での生徒の様子な

どについて話し合いました。学校内だけでは見えない生徒の様子や地域の情報などについて情報共有を行う

ことで地域との連携や学校教育の充実を図っています。 

 

 計 

都立大島高等学校                  普通科 ６  

都立大島高等学校                  併合科 6 

都立大島高等学校                  定時制 １  

都立高島高等学校                  普通科 １  

都立多摩科学技術高等学校            科学技術科 １  

都立つばさ総合高等学校              総合学科 １  

都立田園調布高等学校                普通科 １  

飛鳥未来きずな高等学校 １  

鹿島学園高等学校 １  

八王子学園八王子高等学校 １  

文化学園大学杉並高等学校 １  

東京都立小平特別支援学校 1 

合   計 22 

今年度の進路 

 

民生児童委員との懇談会 
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 ３月 11 日（月）・13 日（水）に 3 年生と 1 年生のジオパーク研修を実施しました。3 年生は山頂口駐車場

から三原山山頂を目指し、大島温泉ホテルへと抜けるコースをたどりました。中学校生活で最後の校外学習

となりましたが、当日は天気にも恵まれ、これまで中学校で学習した内容を確認しながら三原山を登りまし

た。1 年生は山頂口駐車場から赤ダレを目指しました。山田三正先生に講師として来ていただき、三原山の成

り立ちや鉱物や岩石などの解説をしていただきながら登りました。赤ダレでは三原山の噴火やカルデラので

き方、三原山と新島の溶岩の粘り気の違いなどを実験で教えていただきました。1 年生は 3 学期に火山や岩

石の勉強を理科の授業で学習しましたが、学んだことを体験的に復習することができより深い学びとなりま

した。1 年生が研修を行った日も、快晴で風もほとんどなく赤ダレからは神津島や三宅島まで望むことがで

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の卒業式はコロナウイルスの５類移行をうけて、例年の形式で行う予定です。14 日（木）に卒業式

の予行を行いました。予行に先立ち、高木同窓会長にご来校いただき、令和５年度の皆勤賞・精勤賞・体育

優良生徒・体育努力生徒・産業奨励賞の表彰を行いました。皆勤賞の基準は３年間無遅刻・無早退・無欠席、

精勤賞は３年間の欠席が３日以内となっています。中学校の３年間といえば６００日を超える長い期間です。

健康な身体と健康に対する正しい理解と実践がなければ簡単に達成できないことです。 

また、体育優良生徒は、体育・スポーツ活動において秀でた技術を有し、他の生徒の模範となる者、体育

努力生徒は、体育・スポーツ活動に主体的・積極的に取り組んだ者、産業奨励賞は文化部門での成績が優秀

な者とされています。皆さん本当によく頑張りました。 

★３年間皆勤賞受賞者 １名 

★３年間精勤賞受賞者 ５名 

★ 体育優良生徒   （男子）１名（女子）１名 

★ 体育努力生徒    くろしお学級生徒１名 

★ 産業奨励賞    （男子）１名（女子）１名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジオパーク研修  ３月 11日（月）・13 日（水） 

 

皆勤賞（３年間）、精勤賞、体育優良生徒、体育努力生徒、産業奨励賞  

 

８日（月）始業式・入学式 

９日（火）対面式・新入生

１1日（木）身体測定 

１2日（金）腎臓検診（１次） 

１７日（水）大島教育研究会総会 

１９日（金）ＰＴＡ総会 

 ２０日（土）学校登校日 学校公開（始） 

保護者会（全体・学年・部活） 

２２日（月）衣替え移行期間 

内科検診・腎臓検診（２次） 

 ２３日（火）学校公開（終） 

 ３０日（火）生徒総会 

SC来校 ２２日（月） 

４月行事予定 
 


